
 

 

 

 

 

 

 

 

〈服装〉 

①真砂中学校に衣替えの時期はない。各自の体調に合わせて調整する。 

②ズボンは、すその形は変えない。フックを留める。ベルトを必ず着用する。 

③スカートは、膝が隠れる程度の丈にする。つりスカートのつりひもは、ずり落ちたままに 

しない。 

④ベルトは、黒・紺・茶のみ可。穴は一周でも可。鋲(とげとげ)は不可。大きすぎる 

バックルは不可。派手なベルトは不可。 

⑤名札は、決められた位置に名札・バッチをつける。左胸につける。 

⑥ポロシャツは、白のみ可。襟が付いており、前ボタンが 2 個か 3 個であるものを 

着用する。半袖・長袖の期間指定はなし。第１ボタンのみ開けるの可。 

⑦ストッキング・タイツ・レギンスは、黒・紺・グレー・茶・ベージュ・の無地のみ可。 

体育時は着用不可。 

⑧靴は、次のルールを守ったうえで可。 

１運動に適するものが望ましい。 

２色は自由だが、行事の時などは各自で正しく判断する。 

３飾りがついているものなど、学校に適切でないものは不可。 

⑨靴下は、次のルールを守ったうえで可。 

１色は自由だが、行事の時などは各自で正しく判断する。 

２飾りがついているものなど、学校に適切でないものは不可。 

⑩カーディガン・セーターは、黒・紺・グレー・白のみ可。目立たないワンポイント可。 

ライン不可。ベスト不可。期間指定はなし。登下校時の着用可。 

⑪防寒着は、色指定なし。必ずブレザーの上に着用する。椅子に掛けない。 

コロナ禍では、校内での着用可・授業中の着用可。期間指定はなし。 

⑫防寒具は、ニット帽・耳当て・マフラー・手袋・ネックウォーマー・ひざ掛けのみ可。 

ひざ掛けは教室内のみ使用可。ニット帽・耳当て・マフラー・手袋・ネックウォーマーは、登

下校時のみ使用可。教室に入ったら外す。 

⑬帽子は、キャップのみ可。色指定はなし。 

 

〈頭髪・身だしなみ〉 

①学習や授業に支障のない髪型とする。 

②肩にかかる髪は、結ぶことが望ましい。 

③実技教科（体育・美術・技術家庭科）、理科（実験）、給食当番時、また、それ以外でも 

先生方が必要とされた場合は結ぶ。 

④染色・脱色・パーマは、不可。 

⑤整髪料は、使用不可。 

⑥ゴムは、黒・紺・茶のみ可。飾りのついたものは不可。 

⑦ピンは、黒のみ可。パッチンも可。 飾りのついたものは不可。 

⑧眉毛は、剃らない。 

⑨メイクは、不可。リップクリームは、無色・無香料のみ可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈持ち物〉 

①かばんは、学習の用意が入り、ロッカーに収納できるものを使用する。色指定はなし。 

②飲み物は、お茶・水・スポーツドリンクのみ可。ペットボトルは学校で捨てず、自宅に 

持ち帰る。 

③日傘は、使用可。色指定はなし。 

④うちわ・扇子・小型扇風機は、使用不可。 

⑤日焼け止めは、無香料のみ可。スプレータイプは不可。 

⑥制汗グッズは、汗拭きシートの無香料のみ可。ごみは学校で捨てず、自宅に持ち帰る。 

⑦カイロは、使用可。ごみは学校で捨てず、自宅に持ち帰る。 

⑧マスクは、色指定なし。予備を持参する。学校で捨てず、自宅に持ち帰る。 

⑨熱中症対策の飴・ラムネは、平日の使用不可。休日は、各部活動に任せる。 

⑩キーホルダーは、必要以上につけない。 

⑪学習・部活動に不要なもの（携帯電話・音楽機器・ゲームなど）は、持参しない。 

不要物を持参した場合、学校で預かり保護者に返却する。 
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ライン不可 

大胆な編み込み、フィッシュボ

ーンは不可。一部のみ可。 

ツインテールの場合も同様。 

 

くるりんぱは、１段のみ可。
２段以上は不可。 

真正面から見て、お団子が

見える高さは不可。ハーフ

アップなどの場合も同様。 
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